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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年10月1日(2020.10.1)

【公開番号】特開2020-72817(P2020-72817A)
【公開日】令和2年5月14日(2020.5.14)
【年通号数】公開・登録公報2020-019
【出願番号】特願2019-178291(P2019-178291)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月18日(2020.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が入球可能な第１入球手段と、
　その第１入球手段へと遊技球が入球したことに基づいて第１の特典を付与する第１特典
付与手段と、
　遊技球が入球可能に構成され、前記第１入球手段とは異なる第２入球手段と、
　その第２入球手段へと遊技球が入球したことに基づいて前記第１の特典よりも有利度合
いが低い第２の特典を付与する第２特典付与手段と、
　遊技盤における特定領域へと到達した遊技球が前記第１入球手段に入球可能となる第１
位置と、その第１位置よりも前記特定領域へと到達した遊技球が入球困難となる第２位置
と、に可変可能に構成された第１可変手段と、
　前記特定領域へと到達した遊技球が前記第２入球手段に入球可能となる第３位置と、そ
の第３位置よりも前記特定領域へと到達した遊技球が入球困難となる第４位置と、に可変
可能に構成された第２可変手段と、
　判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、
　その判別手段の判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに基づいて、前
記第１可変手段が前記第２位置から前記第１位置へと第１期間可変される第１可変遊技を
実行する第１可変遊技実行手段と、
　前記判別手段の判別とは無関係に成立する予め定められた第２条件が成立したことに基
づいて、前記第２可変手段が前記第４位置から前記第３位置へと第２期間可変される第２
可変遊技を実行する第２可変遊技実行手段と、
　前記第１可変手段が前記第２位置に可変し、前記第２可変手段が前記第４位置に可変し
た状態で前記特定領域へと到達した遊技球が入球可能な第３入球手段と、
　その第３入球手段へと入球した遊技球を遊技機の外部へと排出する排出手段と、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　その操作手段に対する操作内容が第１の操作内容となったことに基づいて、前記特定領
域へと到達し得る発射制御であって特定位置を通過する際の速度が第１の速度となり得る
ように遊技球を発射させる第１発射制御を実行し、前記第１の操作内容とは異なる第２の
操作内容となったことに基づいて、前記特定領域へと到達し得る発射制御であって前記特
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定位置を通過する際の速度が前記第１の速度とは異なる第２の速度となり得るように遊技
球を発射させる第２発射制御を実行することが可能な発射制御手段と、を備え、
　前記第１可変手段が前記第１位置に可変し、前記第２可変手段が前記第３位置に可変し
た状態で前記特定領域へと到達した遊技球は、その後に前記第１入球手段と前記第２入球
手段と前記第３入球手段とのいずれにも入球し得るように構成されており、
　前記第２条件は、遊技球が前記第１発射制御で発射された場合に成立可能な条件であっ
て、遊技球が前記第２発射制御で発射された場合に成立困難な条件であることを特徴とす
る遊技機。
【請求項２】
　前記操作手段は、遊技者が触れることが可能な位置に設けられていることを特徴とする
請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技球が入球可能な第１入球手段
と、その第１入球手段へと遊技球が入球したことに基づいて第１の特典を付与する第１特
典付与手段と、遊技球が入球可能に構成され、前記第１入球手段とは異なる第２入球手段
と、その第２入球手段へと遊技球が入球したことに基づいて前記第１の特典よりも有利度
合いが低い第２の特典を付与する第２特典付与手段と、遊技盤における特定領域へと到達
した遊技球が前記第１入球手段に入球可能となる第１位置と、その第１位置よりも前記特
定領域へと到達した遊技球が入球困難となる第２位置と、に可変可能に構成された第１可
変手段と、前記特定領域へと到達した遊技球が前記第２入球手段に入球可能となる第３位
置と、その第３位置よりも前記特定領域へと到達した遊技球が入球困難となる第４位置と
、に可変可能に構成された第２可変手段と、判別条件の成立に基づいて判別を実行する判
別手段と、その判別手段の判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに基づ
いて、前記第１可変手段が前記第２位置から前記第１位置へと第１期間可変される第１可
変遊技を実行する第１可変遊技実行手段と、前記判別手段の判別とは無関係に成立する予
め定められた第２条件が成立したことに基づいて、前記第２可変手段が前記第４位置から
前記第３位置へと第２期間可変される第２可変遊技を実行する第２可変遊技実行手段と、
前記第１可変手段が前記第２位置に可変し、前記第２可変手段が前記第４位置に可変した
状態で前記特定領域へと到達した遊技球が入球可能な第３入球手段と、その第３入球手段
へと入球した遊技球を遊技機の外部へと排出する排出手段と、遊技者が操作可能な操作手
段と、その操作手段に対する操作内容が第１の操作内容となったことに基づいて、前記特
定領域へと到達し得る発射制御であって特定位置を通過する際の速度が第１の速度となり
得るように遊技球を発射させる第１発射制御を実行し、前記第１の操作内容とは異なる第
２の操作内容となったことに基づいて、前記特定領域へと到達し得る発射制御であって前
記特定位置を通過する際の速度が前記第１の速度とは異なる第２の速度となり得るように
遊技球を発射させる第２発射制御を実行することが可能な発射制御手段と、を備え、前記
第１可変手段が前記第１位置に可変し、前記第２可変手段が前記第３位置に可変した状態
で前記特定領域へと到達した遊技球は、その後に前記第１入球手段と前記第２入球手段と
前記第３入球手段とのいずれにも入球し得るように構成されており、前記第２条件は、遊
技球が前記第１発射制御で発射された場合に成立可能な条件であって、遊技球が前記第２
発射制御で発射された場合に成立困難な条件である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記操作手段は、遊技者が
触れることが可能な位置に設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の遊技機によれば、遊技球が入球可能な第１入球手段と、その第１入球手段へと
遊技球が入球したことに基づいて第１の特典を付与する第１特典付与手段と、遊技球が入
球可能に構成され、前記第１入球手段とは異なる第２入球手段と、その第２入球手段へと
遊技球が入球したことに基づいて前記第１の特典よりも有利度合いが低い第２の特典を付
与する第２特典付与手段と、遊技盤における特定領域へと到達した遊技球が前記第１入球
手段に入球可能となる第１位置と、その第１位置よりも前記特定領域へと到達した遊技球
が入球困難となる第２位置と、に可変可能に構成された第１可変手段と、前記特定領域へ
と到達した遊技球が前記第２入球手段に入球可能となる第３位置と、その第３位置よりも
前記特定領域へと到達した遊技球が入球困難となる第４位置と、に可変可能に構成された
第２可変手段と、判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、その判別手段の
判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに基づいて、前記第１可変手段が
前記第２位置から前記第１位置へと第１期間可変される第１可変遊技を実行する第１可変
遊技実行手段と、前記判別手段の判別とは無関係に成立する予め定められた第２条件が成
立したことに基づいて、前記第２可変手段が前記第４位置から前記第３位置へと第２期間
可変される第２可変遊技を実行する第２可変遊技実行手段と、前記第１可変手段が前記第
２位置に可変し、前記第２可変手段が前記第４位置に可変した状態で前記特定領域へと到
達した遊技球が入球可能な第３入球手段と、その第３入球手段へと入球した遊技球を遊技
機の外部へと排出する排出手段と、遊技者が操作可能な操作手段と、その操作手段に対す
る操作内容が第１の操作内容となったことに基づいて、前記特定領域へと到達し得る発射
制御であって特定位置を通過する際の速度が第１の速度となり得るように遊技球を発射さ
せる第１発射制御を実行し、前記第１の操作内容とは異なる第２の操作内容となったこと
に基づいて、前記特定領域へと到達し得る発射制御であって前記特定位置を通過する際の
速度が前記第１の速度とは異なる第２の速度となり得るように遊技球を発射させる第２発
射制御を実行することが可能な発射制御手段と、を備え、前記第１可変手段が前記第１位
置に可変し、前記第２可変手段が前記第３位置に可変した状態で前記特定領域へと到達し
た遊技球は、その後に前記第１入球手段と前記第２入球手段と前記第３入球手段とのいず
れにも入球し得るように構成されており、前記第２条件は、遊技球が前記第１発射制御で
発射された場合に成立可能な条件であって、遊技球が前記第２発射制御で発射された場合
に成立困難な条件である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１８３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１８３４】
１０　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
５１　　　　　　　　　　　操作ハンドル（第１２実施形態における操作手段）
６６　　　　　　　　　　　アウト口（第１２実施形態における第３入球手段）
１１１　　　　　　　　　　払出制御装置（第１２実施形態における第１特典付与手段、
第２特典付与手段）
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１１２　　　　　　　　　　発射制御装置（第１２実施形態における発射制御手段）
６４０Ｌ　　　　　　　　　左第２入球口（第１２実施形態における第２入球手段）
６４０Ｌａ　　　　　　　　電動役物（第１２実施形態における第２可変手段）
６５０Ｒａ　　　　　　　　右特定入賞口（第１２実施形態における第１入球手段）
６５０Ｒｂ　　　　　　　　可変部材（第１２実施形態における第１可変手段）
Ｓ３０５　　　　　　　　　第１２実施形態における判別手段
Ｓ５４２　　　　　　　　　第１２実施形態における第２可変遊技実行手段
Ｓ１０２１　　　　　　　　第１２実施形態における第１可変遊技実行手段
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